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高齢者の健康とコミュニケーションのための
公園に関する一考察
 健康遊具のある横浜市入船公園の事例
竹田喜美子張 皓長谷川静子
UsingParkstoFacilitateHealthandCommunicationamongtheElderly:
ACaseStudyonIrifuneParkinYokohamaCityandItsHealth-careEquipments
KimikoTAKEDA,ZHANGHaoandShizukoHASEGAWA
WiththedecliningbirthrateandgrowingpopulationoftheelderlyinJapan,thefunctionofthe
parksinresidentialdistrictshasbeenchangingfrom playgroundsforchildrentoplaceswherethe
elderlyexerciseandcommunicate.Equipmentintendedfortheelderlyhasalsobeenincreasinginparks
togetherwithequipmentforchildren.
TheauthorsobservedvisitorstoIrifuneParkinYokohama,where15kindsofhealth-careequipment
areinstaled,andanalyzedhowtheelderlyspenttheirleisuretimethere.Wealsoconductedtwotypes
ofquestionnairesurveysaskingelderlypark-usersdetailedquestionsabouthowtheyusethepark,and
especialyhow theyusethehealth-careequipment.Ourobservationandthequestionnairesurveys
revealedthefolowing:
1）Theelderlycometotheparkevenonhotsummerdays.About80percentofthemaremen.Almosthalf
ofthemcomeeverydayandtheystaythereforapproximatelyonehour.Comingtotheparkispartof
theirdailyschedule.
2）Theirmainpurposeforcomingtotheparkistoexercise,andhalfofthem enjoycommunicating
withothers.Theidealparkfortheelderlyis・alargeparkequippedwithalkindsoffacilities.・
3）Theelderlywantthreethingsfrom equipmentinparks;tobeabletoexercise,tocommunicatewith
othersandthatitissafe.Ninetypercentoftheelderlythinkhealth-careequipmentisnecessary.
4）Theelderlylikehealth-careequipmentwhichalowsthem tositbetterthantypeswheretheymust
standbecausetheformercanbeusedwithlessphysicalstrength.Andinmostcasestheyusethe
equipmentsoloratherthanwithothers.
5）Amongtheelderlywhoansweredthattheydonotexerciseusingtheequipmentsinthepark,morethan
60percentansweredthattheydonotusethembecausetheydonotunderstandhowtohandlethem.
Consideringthattheelderlywanthealth,communicationandrelaxation,IrifuneParkpossesses
elementswhichshouldsatisfyelderlyusers:thepromenadeforwalking,health-careequipmentfor
exerciseandcommunication,benchesforrelaxationandcommunication,andabundantnaturefor
relaxation.
Whentheequipmentisarrangedinsuchawayastofacilitatebettercommunicationarranging
them incircles,forexampleorwhenthedirectionshavebeenmadeclearenoughthateveryonecan
understandhowtousetheequipment,theparkwilbeanevenmoreattractiveandcomfortableplace
fortheelderly.
Keywords:park（公園），theelderly（高齢者），health-careequipment（健康遊具），communication（コ
ミュニケーション），relaxation（憩い），nature（自然）
1 はじめに
●研究目的
日本の住宅地にある公園は，子どもの遊び場としてのイ
メージが強い。国土交通省が実施している全国50ヵ所の
公園の年齢別の利用者調査では，1966年に5歳以下の子
どもが22％，65歳以上の高齢者は6％，それが2007年に
は5歳以下が12.6％に減ったのに対し，65歳以上は13.2％
と倍増，利用者比率が逆転している（注1）。公園利用の ・世
代交代・が進むなか，今後公園は，子どものためだけでな
く，大人や高齢者を含む幅広い年齢層が利用できる場とし
て考えていく必要がある。
とりわけ，超高齢社会を迎える日本では，高齢者の健康
づくりとコミュニケーション形成が社会的課題となってい
る。身体的な健康づくりを提供する場として，人と人とを
つなぐコミュニケーションの場として，公園は高齢者にと
って将来身近な，貴重な公共空間になるであろう。実際，
近年子どものための遊具ではなく，高齢者の健康づくりを
主な利用目的とした「健康遊具」が増えている。国土交通
省の調査によると，1998年に全国で約5,600台だった公
園の健康遊具は2007年には約15,000台と3倍に増加して
いるという（注2）。本稿は，高齢者のための公園として機
能するには何が必要とされているのかを解明し，さらに，
公園に設置される高齢者向けの健康遊具の有効性を検証し，
高齢者の生活を豊かにする公園のあり方に関して何らかの
知見を得ることを目的とする。
●研究方法と調査概要
本稿では，高齢者の予備軍である50歳代以上を対象に，
複数の健康遊具を備えている横浜市の「入船公園」で，2
回に分け観察調査とアンケート調査を実施し，以下の調査
内容から「高齢者のための公園」としての機能と装置の条
件を探る。
第一回 2002年10月 健康遊具の利用形態や利用意識を
把握する調査
第二回 2010年7月 公園の利用形態や利用意識を把握
する調査
第一回調査では，健康遊具の利用状況の観察調査から健
康遊具の特性を分析し，利用遊具名，利用目的，利用頻度，
遊具の素材，遊具の必要性，遊具の機能についてのアンケ
ート調査から高齢者の遊具に対する意識や要望を分析した。
第二回調査では，公園を利用する高齢者の利用時間帯，利
用内容，利用仲間，公園滞在時間を観察し，利用頻度，利
用目的，利用仲間，利用曜日，利用時間帯，交流の有無，
そして健康遊具についての利用状況，その必要性，および
理想の公園についてのアンケート調査から高齢者の公園に
対する意識や要望を分析した。
2 入船公園の立地環境（図1）
神奈川県横浜市鶴見区は，横浜市の最東端に位置し，東
京湾に面する。JR京浜東北線をはじめとした複数の線が
広域交通網として通る要衝であり，本市北部の中心でもあ
る。本地区のJR鶴見線浅野駅と首都高速道路に挟まれた
弁天町3丁目に，入船公園がある。もとは日本鋼管（株）
の工場跡地だった場所である。現在も周辺には工場が多数
あり，京浜臨海工業地帯で住宅地に隣接した地区を，市民
生活と産業活動の共存を図るための都市環境として位置づ
け，産業の高度化を促進するとともに，そこに都市施設
公園緑地を配して，都市防災環境向上を図ろうという構
想に基づき，その第一号として1983年9月に誕生した公
園である（写真1，写真2）。
ちなみに，2002年の調査当時は，鶴見区では健康遊具
のある公園は2ヵ所であったが，2011年現在は13ヵ所で，
普及しつつある。
公園の北側には，高架の産業道路を挟んで住宅地がある。
公園から1.2km以内には，教育施設が保育園3園，小学
校3校，中学校2校があり，幼児，小学生，中学生の子ど
もをはじめ，大人や高齢者など幅広い年齢層の利用が考え
られる。また，公園の南側には工場地帯があり，工場勤務
の若者や中年層の利用も見られるだろう。
3 入船公園の空間構成（図2）
公園外周部や内部には，豊かな緑の環境が保てるように
常緑高木の樹木を主に配置し，また中央の自由広場には踏
圧に強い品種の芝を植えて防寒効果を図り，その周りには
四季折々の草花を植えている。地域の人々が，自然に接し
て季節の移ろいを感じつつ楽しく自由にのびのび過ごせる
ようにつくられている。
入船公園は，面積54,158m2の地区公園で，野球場，テ
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写真1 入船公園周辺航空写真 写真2 エントランス
横浜市環境創造局 入船公園の維持管理基本水準書資料より
http:/www.city.yokohama.lg.jp/kankyo/kouji/shitei/koubo/2104/suijunsho1/irifune.pdf
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図1 入船公園の立地環境 地図協力 昭文社
「スーパーマップルデジタル12 全国版」（CDR）に加工を施した。
図2 入船公園の空間構成写真3 野球場 写真4 テニスコート
ベンチ
ニスコートのスポーツ施設の他に，自由広場，健康遊具広
場，噴水広場，遊具広場，小広場と1周650mの遊歩道
がある。それ以外に管理棟と駐車場がある。
野球場とテニスコートは，どちらも予約は必要であるが，
9時から21時までの利用が可能である。9時から13時ま
では中年や高齢者が集中し，17時以降は若者中心の利用
である。また，高齢者は休日には小広場でゲートボールを，
自由広場でグラウンドゴルフを楽しんでいる。
野球場やテニスコートのスポーツ施設以外に設置されて
いるベンチの数は，66脚である。休憩のためのベンチは，
高齢者にとって必要不可欠である。配置場所は，噴水広場
が最も多く，小広場や野球場周辺，テニスコート周辺にも
見られる。そのうち背もたれのあるベンチが7割で，また
2人掛が大部分を占めるが，1人掛や3人掛もある（図2
参照，写真5，写真6，写真7）。
4 高齢者の公園の利用形態
高齢者を対象に，公園の利用形態を観察調査から把握す
る。調査は，2010年7月19日（月）10:00～18:00に，以
下の6ヵ所の領域で実施した。当日の天候は快晴，日中の
平均気温は30.8℃であった。調査結果は次の通りである。
（1） 各領域の利用形態
①自由広場（図3）23名
自由広場は，木々に囲まれ芝生に覆われた広い敷地の広
場である（写真8）。
10時には，1人の男性が芝生の上に座って読書，もう1
人の男性がベンチで休憩。11時になると，1人の男性が孫
と一緒にトンボ捕り（写真9）。12時になると，1人の男性
が自転車で来て休憩，もう1人の男性が木の下で昼寝。13
時になると，1人の女性が犬の散歩，1人の男性が自転車
で来て喫煙。14時になると，女性2人がベンチでお喋り
（写真10），そのうち1人は犬の散歩。15時になると，1人
の男性が体操。16時になると，1人の男性が犬の散歩。ま
た別の男性1人が犬の散歩。さらに，1人の男性が木の下
でラジオ。17時になると，10時から来園した1人の男性
は特に何もせず，ずっと木の下で休憩（写真11）。18時に
なると，ジョギングを終えた男性1人が休憩。
かなり広い自由広場では，周辺の木陰で休憩する高齢者
が多く，自然を満喫している様子である。夕方の時間帯に
なると，犬を散歩させている高齢者が目立つ（写真12）。
犬を通してのコミュニケーションは活発で，多くの知らな
い者同士が顔見知りになるきっかけを与えている。
②健康遊具広場（図4）18名
健康遊具広場は，大人や高齢者向けの15種の健康遊具
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写真5 ベンチ（2人掛） 写真6 ベンチ（1人掛） 写真7 ベンチ（背もたれ付，3人掛） 写真8 自由広場
写真9 孫とトンボ捕り 写真10 ベンチでお喋り 写真11 木の下で休憩 写真12 犬の散歩
図3 高齢者の時間帯による人数変化（自由広場）
図4 高齢者の時間帯による人数変化（健康遊具広場）
が設置されている広場である。（遊具の番号は図26を参照。）
10時には，男性1人が遊具①に座って休憩。また別の
男性1人がやってきて，遊具③で背中のストレッチ（写真
13）。11時は誰も来ない。12時になると，男性2人が遊具
①と②で脚のストレッチ。別の1人の男性が近くのベンチ
で休憩。13時になると，1人の女性が遊具⑪にぶら下がり
（写真14），1分間でウォーキングへ。1人の男性が体のス
トレッチをし，30秒後ウォーキングへ。14時になると，1
人の女性が遊具①を使用。15時になると，男性2人が遊
具①と②で脚のストレッチ。16時になると，ウォーキン
グを終えた男性2人が遊具⑭を利用（写真15）。17時には，
16時と同じ光景。18時には，ウォーキングを終えた男性
2人が来て，1人はベンチで休憩，1人は遊具①で脚のス
トレッチ。
全体に健康遊具を利用する高齢者は意外に少なく，1人
での利用のためか時間も短い。
③噴水広場（図5）17名
噴水広場は，噴水や遊歩道，ベンチがある広場である
（写真16,17）。噴水の水は停止状態にある。10時には，1
人の男性が噴水の近くのベンチで休憩。別の1人の男性が
野球場の試合を見学。11時になると，休憩していた男性
が噴水広場から去る。12時には1人の男性が自転車で来
て，ベンチで休憩。13時には男性3人がベンチに腰掛け
て野球の試合を見ながらお喋り。14時になると，男性1
人が自転車で来て，噴水の周りで休憩。15時には14時と
同じ光景。16時になると，1人の男性が犬の散歩。17時
には，1人の男性がベンチで休憩。18時になると，全員が
広場から去る。
噴水広場にはベンチが多く，腰掛けて野球の試合を見学
する高齢者もいる。
④遊具広場（図6）5名
遊具広場は，子ども向けの遊具が設置されている小さい
広場である（写真18）。滑り台，ブランコ，砂場，シーソ
ーが設置されている。10時には，1人の男性がベンチで昼
寝，男性2人がボランティアで清掃。11時になると誰も
いなくなる。12時になると，男性1人が自転車で来てベ
ンチで休憩。13時になると，広場から去る。14時になる
と，1人の男性がベンチで昼寝（写真19）。15時以降は誰
もいなくなる。
子どものための遊具が設置されているので，高齢者は少ない。
⑤小広場（図7）5名
小広場は，木陰にベンチが並んでいる広場である（写真
20）。10時になると，1人の男性がベンチで休憩。11時か
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図6 高齢者の時間帯による人数変化（遊具広場）
写真13ロー マンベンチで背中のストレッチ 写真14 握り棒で懸垂 写真15 ツイストスタンドで腰のストレッチ
写真17 噴水広場 写真18 遊具広場 写真19 ベンチで昼寝 写真20 小広場
写真16 噴水広場全景
図5 高齢者の時間帯による人数変化（噴水広場） 図7 高齢者の時間帯による人数変化（小広場）
ら14時は誰も広場にいない。15時になると，1人の男性
がベンチで休憩，30分ほどで去る。別に1人の男性がベンチ
で昼寝。16時，17時も同じ光景。
小さい広場であるが，ベンチの数は多い。時々高齢者が
ベンチで休憩している。
⑥遊歩道（図8）46名
遊歩道は，自由広場の周囲650mのジョギングコース
である（写真21）。10時になると，男性2人と女性2人が
ウォーキング（写真22）。また，男性1人がジョギング。11
時には，男性1人が自転車を押しながら徒歩。12時にな
ると，1人の男性が健康遊具広場から来て，ウォーキング。
13時になると，男性4人と女性1人がウォーキング。14
時には，男性1人がウォーキング。15時になると，男性1
人がウォーキング。16時になると，男性7人がウォーキ
ング。そのうち3人がウォーキングを終えて健康遊具広場
に移動。また，女性1人が散歩，女性1人がジョギング。
その後，女性1人が娘2人と散歩。また，男性1人がジョ
ギング。17時になると，男性6人がウォーキング。その
うち2人がウォーキングを終えて健康遊具広場に移動。ま
た，女性1人が娘と散歩。18時になると，男性8人がウ
ォーキング，2人がジョギング。また，女性3人がウォー
キング。
森の中を通り抜ける風情のある遊歩道なので，高齢者は
好んでウォーキングや散歩をしている様子で，賑やかである。
観察調査の結果，平日1日の高齢者の来園者数は延べ
114名で，分布を見ると最も人数の多い領域は遊歩道で4
割，自由広場は2割，健康遊具広場と噴水広場は，どちら
も15％である。
図9と図10に高齢者の公園利用形態を示す。
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図8 高齢者の時間帯による人数変化（遊歩道）
写真21 遊歩道でジョギング 写真22 遊歩道でウォーキング
図9 10時における高齢者の公園利用形態
図10 16時における高齢者の公園利用形態
図9，10凡例
男性
女性
（2） 領域別の公園の利用形態
公園内6ヵ所の領域において，「利用内容」，「集団規模」，
「滞在時間」，「男女比」についての観察調査の結果をまと
め，高齢者の公園利用状況を検証していく。
まず，高齢者が公園で何をしていたかについて図11か
ら言えることは，ウォーキング/ジョギングが上位を占め，休
憩，健康遊具利用がそれに続き，散歩やお喋りも見られる。
高齢者の集団規模については，一人が非常に多い（図12）。
遊歩道はウォーキング/ジョギングをする高齢者が多いた
め一人が95％であり，小広場は一人で休憩する高齢者が
100％を占める。
健康遊具広場も一人が100％である。一方，噴水広場，
自由広場では野球を見ながらお喋りするグループや，孫を
連れてトンボ捕りをする人など，2人，3人の小規模の集
団が見られる。公園の利用方法が集団の規模を左右してい
ると考えられる。
滞在時間に関して図13から言えることは，遊歩道はウ
ォーキング/ジョギングをする者が中心だったため，滞在
時間が一番長く，一方，健康遊具広場は滞在時間が一番短
い。健康遊具の利用者は殆ど，ウォーキング/ジョギング
をする前後に訪れ，1，2分程度遊具で体のストレッチを
して次の場所に移動している。
最後に，男女比について図14から言えることは，8割強が
男性である。高齢者の女性が公園に一人で来ることは少ない。
夏の暑い日に，高齢者は公園の木陰に涼を求めている。
夏こそ，公園が利用者に提供するものは大きい。
5 利用者の公園に対する意識
入船公園を利用している高齢者に対しアンケート調査を
実施し，公園利用に関する意識を把握した。調査人数は
38名で，調査時期は2010年7月である。
回答者の年齢層は（図15），60代が7割を占め，次いで
70代，80代である。男女比は男性が76％と高く，公園を
利用する高齢者のうち4人に3人は男性であると言える。
公園の利用頻度は（図16），毎日利用が45％を占め，週
3～4回利用が3割である。合わせると75％で，公園を頻
繁に利用していることがわかる。また，「自宅から公園ま
での時間」は，「5～10分」が5割弱，「5分以内」が4割
弱である。地域と一体化した公園であることがうかがわれる。
公園の利用目的は（図17），ジョギング/ウォーキングが
第1位で55％，散歩や休憩が各々25％と続く。高齢者は，
ウォーキングや散歩などの軽い運動で，体力づくりを目的
に公園を利用している。健康遊具の利用は意外に低く2割
に過ぎない。
公園に来る相手は（図18），「1人で来る」が85％と大
多数であり，「家族で来る」のは20％と少数派である。友
人や仲間と来るのはさらに少なく，8％という結果である。
公園に来る曜日を調査したが（図19），平日，土曜，日
曜，祝日に関係なく利用していることがわかる。
公園に来る時間帯は（図20），夕方が7割で一番多く，
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図11 領域別高齢者の公園利用内容
図12 領域別高齢者の集団規模
図13 領域別高齢者の滞在時間
図14 領域別高齢者の男女比
次が朝（朝食前）で3割である。一般的に高齢者は朝が早
いと言われているが，朝起きて朝食前の時間に散歩やウォ
ーキングを楽しんでいるのだろう。また，夕方が一番多か
った理由としては，調査したのが7月の暑い時期であった
ため，夕方の過ごしやすい時間帯に利用する人が多かった
と考えられる。
公園での滞在時間（図21）は30分程度が3割，1時間
程度が4割，2時間程度が25％で，比較的長時間，公園
を利用していることがわかる。
「公園で知り合いができたか」という問いに対しては，
「はい」が53％，「いいえ」が47％でほぼ同率である。高
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図19 公園に来る曜日
図20 公園に来る時間帯
図21 公園での滞在時間
図15 回答者の年齢層
図16 公園の利用頻度
図17 公園の利用目的
図18 公園に来る相手
齢者は殆ど一人で公園に来て，過ごし方もウォーキングや
散歩などの一人でできる運動が大勢を占めていた結果から
考えると，逆に公園で知り合いができていると言えるので
はないか。知り合いができたと回答した高齢者のうち，子
どもの知り合いは0人である。子どもとの交流にはやはり
壁があるようだ。
健康遊具の利用に関しては（図22），「殆ど利用しない」
が53％，「あまり利用しない」が13％であり，「よく利用
する」が34％である。利用しない理由は，「使い方がわか
らない」が6割強，「体力がない」が1割である。専門家
による健康遊具の使用方法の講習会が必要であるとともに，
高齢者の体力に合った健康遊具の開発が望まれる。
なお，健康遊具の効果的な使用方法を明示するサインと
してヒストグラム（絵記号）があるが，案内板（コースガイ
ド）の1ヵ所にまとめて掲載されているため，1つ1つの
遊具の使用方法が理解しにくい（写真23，図23）。さまざま
な人が利用する公園に設置される遊具にとって，遠くから
見ても視認でき，瞬間的に意味が伝わる掲示が必須である。
健康遊具の設置は必要と思うかという設問に対しては
87％の人が「必要」と答えた（図24）。利用者が少ないな
か，この結果は意外である。健康に関する意識が高いこと
がその理由と考えられるが，使い方がわかりやすく，楽し
み方がわかれば利用者も増えるのではないだろうか。
理想の公園形態は「設備が整っている大きな公園」が高
い支持を得られた（図25）。「落ち着く小さな公園」を挙げ
た人は極めて少ない。「高齢者だけの公園」は0人で，「子
どもだけの公園」も1人だけである。それに対して「みん
なのための公園」は9人で，年齢層の異なる人同士の交流
や触れ合いを望む気持ちがこの結果に表れたと考えられる。
典型的な高齢者の公園利用は，毎日決まった時間（朝か
夕方）に，樹木に囲まれた遊歩道を1人でウォーキングか
散歩をし，その合間に健康遊具で体の緊張をほぐし，その
後ベンチに腰掛けて休憩をする。その時顔見知りに会えば，
ひととき談笑するという形である。
以下，1990年代末から2000年代にかけていちじるしく
増加の傾向を示した公園の健康遊具について，その有効性
を検討する。
6 設置されている健康遊具の特性
入船公園健康遊具広場には，15種の遊具が設置されてい
る（図26）。遊具の使用状況についての2002年の観察調査
を踏まえ，各々の健康遊具の特性を運動機能とコミュニケ
ーションの両面から分析する。
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写真23 健康遊具コースガイド
ヒストグラム
（絵記号）
図22 健康遊具の利用頻度
図23 コースガイド 入船公園管理事務所提供
図24 健康遊具の設置是非
図25 理想の公園形態
●座って動く遊具
①カーフベンチ（足押しベンチ）（写真24）
椅子に座り，前方にある板に両足を掛け，足を曲げ伸ば
しすることによって前後に動くことができる。効能は太も
もの筋力UP。
②アームベンチ（手押しベンチ）（写真25）
座って，腕の力で椅子を前後に動かす。話をしながらで
きる。効能は上腕の筋力がUP。
③ローマンベンチ（背筋ベンチ）（写真26）
仰向けになり，足をかけて背中を反らせる。座って，前
方にある黒い部分に足を引っ掛け，上体を起こす運動がで
きる。効能は背筋の筋力UP。
⑫バックホー（背伸ばしベンチ）（写真27）
座って背もたれに合わせて腰を反らせ，伸びができるよ
うになっている。効能は腰背筋のストレッチ。
⑮肩こりベンチ（写真28）
座って，上部についているレバーのようなものを自分の
肩まで下ろす。レバーには，突起がいくつかあり，それが
肩にあたり，指圧する形になる。この遊具の難点は，女性
や子どもが使用すると，肩幅が狭いのでレバーを下ろして
も肩に当たらないことである。しかし，それでも腕の上げ
下げの運動にはなる。効能は肩のほぐし，マッサージ。
座って動く遊具は，体力も不要で，長時間使用しても疲
れず，比較的気軽に使用が可能なので，健康面から考える
と，体力のない小さい子どもから高齢者まで利用しやすい。
しかし，一つ一つが単体で，設置間隔が広いので，コミュ
ニケーションの面から考えると取りづらい。①，②，③の
3つの遊具は，設置間隔が他と比べ狭く，お互いに運動し
ながら会話を弾ませていた。
―24―
図26 健康遊具の配置図
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真24 カーフベンチ 写真25 アームベンチ
写真26 ローマンベンチ 写真27 バックホー
写真28 肩こりベンチ
●ぶら下がる遊具
⑥吊り輪（写真29）
ぶら下がる部分がつり革のようになっている。輪をつか
み前後に移動。懸垂。高さが高いものから低いものがあり，
中学生の利用が見られる。ジョギング途中の人が休憩がて
ら使用するなど，比較的体力がある人が多く利用している。
効能は上腕の筋力UP。
⑦ラダー（うんてい）（写真30）
バーの部分を握り，足をつけずに前後に移動する。この
遊具は，小学校の校庭などに設置されていることも多く，
馴染のある遊具の一つである。高さはそれほどないので，
子どもも安全に使用できる。実際，使用しているのは中学
生である。効能は腕の筋力UP。
⑩リングダラー（ぶら下がり遊具）（写真31左）
両手で輪の部分につかまり，ぶら下がるものである。懸
垂。この遊具はデザインがすっきりしていて，アート的で
ある。効能は上腕の筋力UP。背中肩胸のストレッチ。
⑪握り棒（写真31右）
棒をつかみ，腕の力で上り下りする。懸垂。大人だけで
なく中学生たちも挑戦している。効能は上腕の筋力UP。
ぶら下がる遊具は，1つの遊具で多人数が使用できるの
で，コミュニケーションがとりやすい。しかし，ぶら下が
る運動は，体力が必要なので使用時間は他の遊具に比べ短
い。また，使用時の会話は少ない。
●バランスをとる遊具
④ジャンプリターン（写真32）
斜めになっている平均台である。手足を使って上り下りを
する。落ちないようにうまくバランスを保ちながら，反対側ま
で渡る。一直線上になっているものと比べ，山のように起伏
があるので変化がある。効能は全身（特に腕）の筋力UP。
⑤バランススティック（バランス板）（写真33）
ミニシーソーのようなもので，上に乗り，左右のバラン
スをとる。使用年齢層は手軽にできることもあり幅が広い
が，1人ではできない。相手がいて初めて遊ぶことができ
るのでコミュニケーションをとるには，最適の遊具である。
単体ではなく，複数設置すると，新しい使用方法が生まれ
るかもしれない。効能は全身のバランス力UP。
⑬ボウタッチ（立位前屈遊具）（写真34）
上半身を前方に倒す。座面の部分が，前後に動く。しか
し，このベンチを遊具として使用する者はおらず，犬の散
歩者が休憩するため，ベンチや他の遊具を使用する際に邪
魔になる手荷物の置場として利用。効能は背筋のストレッ
チ，柔軟性を測る。
バランス感覚は，加齢していくほど衰えるものなので高
齢者にとっても重要な感覚である。普段の生活ではあまり
鍛える機会が少ないので，このような遊具で運動できるこ
との意味は大きい。
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写真29 吊り輪 写真30 ラダー
写真37 ツイストスタンド写真36 ツインパラレルバー
写真31 リングラダー（左）
握り棒（右）
写真32 ジャンプリターン
写真33 バランススティック 写真34 ボウタッチ
写真35 ハイジャンプ
●跳び跳ねる遊具
⑨ハイジャンプ（垂直跳び）（写真35）
しゃがんだ状態からできるだけ高い位置にジャンプして
どこまで届くかを確認する遊具である。遊具には高さを表
す目盛がついており，目安となっている。このように数字
が書いてあるものは，ゲーム感覚で取り組め，挑戦する気
にさせる効果を持っている。このようなゲーム感覚の遊具
も，コミュニケーションを誘発させる可能性がある。効能
はジャンプ力の測定。
●腕で支える遊具
⑧ツインパラレルバー（平行棒）（写真36）
2本のバーの間で両腕で体を支え，前後上下に動く。そ
れ以外にも，バーに乗って遊ぶ姿も見られる。この周りで
お喋りをする姿や，このバーを使って屈伸運動をするなど
多様な使い方もある。効能は上腕の筋力UP。
●腰を捻る遊具
⑭ツイストスタンド（腰捻り板）（写真37）
円盤の部分に両足で乗り，固定した支柱から，突き出し
ている部分を持ち，腰を左右に捻ると，円盤部分が回転す
ることによって腰の運動となる。このような動きができる
遊具は少ない。効能は腰のストレッチ。ウエストシェイプ
アップ。
7 利用者の健康遊具に対する意識
2002年実施の，健康遊具を使用した経験のある高齢者
35名に対するアンケート調査結果は以下の通りである。
「利用経験のある遊具」について聞くと（図 27），85％
が遊具①の，7割が遊具③の，7割弱が遊具②の使用経験
がある。また，6割弱が遊具⑭，3割前後が遊具⑮と⑫が
続く。さらに，「最も頻繁によく利用する遊具」は（図28），
遊具①が57％，遊具⑭が23％である。これらから座って
運動する遊具の人気が高いことがわかる。これは，機能が
魅力であるとともに，他の場所では利用できないからであ
ろう。この公園に来なければできない遊具があることは，
他の公園との差別化になり，その公園の個性になりうる。
高齢者にとって飛び跳ねたりすることは体力的にハードで
あり，足元が不安定なので高い位置での利用は苦手である
といった理由から利用する遊具に偏りが見られる。
「健康遊具の利用契機」は（図29），散歩途中が57％，
孫の遊びの付添が34％である。公園内の遊歩道を散歩や
ウォーキングで通る際に，休憩がてら利用することが多い
ようだ。
「健康遊具の利用目的」は（図30），運動のためが66％，
気分転換のためが17％である。高齢者にとって，公園は
気軽に体を動かせる貴重な空間であると言える。
「健康遊具の利用頻度」は（図31），「週3～4日」が4割，
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図27 利用経験のある遊具
図28 最も頻繁に利用する遊具
図29 健康遊具の利用契機 図30 健康遊具の利用目的
図31 健康遊具の利用頻度
「ほぼ毎日」が3割弱，「週1～2日」が2割である。この
公園が生活の一部になっていることがわかる。
「健康遊具の利用人数」は（図32），「1人」が66％で多
いが，「2～3人」は3割弱である。話を聞くと，1人で利
用するが，いつも同じ時間帯に来るので，話はしないが顔
見知り程度の人はいるということである。顔見知り同士の
コミュニケーションのきっかけとなる遊具の役割が期待さ
れる。
現在の健康遊具はすべてステンレス製であるが，「健康
遊具に適する素材」については（図33），「木製」が57％，
「ステンレス製」が43％で，「プラスチック製」は皆無の
回答である。「木製」については素材の持つイメージの温
もり，座った時の物理的な温かさを，「ステンレス製」に
ついては耐久性やメンテナンスの容易さを評価している。
遊具は素材だけでなく，楽しさを倍加する色彩に関しても
注目すべきではないか。
「健康遊具の必要性」について（図34），「必要」が51％，
「どちらかといえば必要」が40％で，合わせて9割強が必
要だと考えている。公園に遊具を設置することによって，
公園の魅力が増すと考えているのだろう。
「健康遊具に求める機能」は（図35），「運動」が37％，
「コミュニケーション」と「安全」がともに3割である。
運動機能に関しては，遊具を毎日利用することで，リハビ
リになっており，気軽に行える健康づくりの道具として魅
力なのである。コミュニケーション機能を遊具に求めてい
ることは，遊具を通して高齢者同士の交流を図りたいとい
う願いがあることを示しており，それは公園の役割とまさ
に一致するものである。安全機能については，身体的能力
が衰える高齢者が安心して利用できる遊具を求めているこ
とを示している。
8 まとめ
高齢者の公園と健康遊具のそれぞれの利用形態と利用意
識について，また健康遊具の現状の問題点について整理し，
最後に公園の在り方についてまとめると以下のように言え
る。
1.公園の利用形態と利用意識について
① 夏の平日1日（10時～18時）に，延べ114名の高齢者
が公園を利用。そのうち8割強が男性である。また，5
割の高齢者が毎日利用し滞在時間は約1時間である。来
園が高齢者の生活の一部になっている。
② 高齢者の公園の利用目的は，「ウォーキング」「散歩」
を合わせて8割，「休憩」「健康遊具」がこれに続く。
③ 1人で来園する高齢者が8割を占める。公園で知り合
いができた者は5割である。公園が交流のきっかけをつ
くっている。
④ 高齢者の理想の公園は，「設備が整っている大きな公
園」が第1位で，「みんなのための公園」が第2位であ
る。「高齢者だけの公園」は皆無である。高齢者は年齢
層の異なる者同士の交流や触れ合いを望んでいる。
2.健康遊具の利用形態や利用意識について
① 高齢者は座って運動できる体力的に楽な健康遊具を好
み，遊具の利用は週3～4日するが，一人で利用する場
合が多い。
② 遊具は「必要である」と考える高齢者は9割強で，素
材としては「木製」が一番人気で「ステンレス製」が続
く。素材の「温もり」と「耐久性」を重視している。
③ 遊具に求める機能は，「運動」と「コミュニケーショ
ン」と「安全」がともに3割台である。高齢者同士の交
流を図るために，お互い顔を合わせながら一緒に運動で
きる遊具の配置，高齢者の体力に合った運動機能を有す
る遊具が求められている。
健康遊具の現状と問題点について
① 必要性は高いと回答しているが，使用方法がわからず
利用率が低い。講習会の開催，受講生による遊具コーチ
の育成，個別遊具の使い方のヒストグラムのわかりやす
い掲示を考える必要がある。
② 健康遊具でコミュニケーションを高めるために，単体
の一列配置ではなく，複合的なサークル配置などの工夫
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図32 健康遊具の利用人数 図33 健康遊具に適する素材
図34 健康遊具の必要性 図35 健康遊具に求める機能
が必要である。
③ 健康遊具の安全性のためにユニバーサルの視点で設計
する。
3.高齢者のための公園の条件について
高齢者の生活目標は，「健康を保つ＝運動」と「人とつ
ながる＝コミュニケーション」と「自由な時間を楽しむ＝
憩い」に集約できる。これら3つの要素に対応する装置が，
公園の中に仕掛けられている。ウォーキング散歩コース
になる「遊歩道」，健康とコミュニケーションの促進機能
を持つ「健康遊具」，腰掛けて知り合いと談笑したり，ゆ
ったり1人でくつろげる「ベンチ」，樹木や草花，噴水に
囲まれて季節の変化を肌で感じる豊かな「自然」の四点セ
ットである（図36）。これら四点セットの運営が整備され
たとき，高齢者にとって公園は，自宅以外の貴重な居場所
となる。公園が孤独になりがちな高齢者の生活を豊かにし
てくれるはずである。
公園という公共空間は，緑に囲まれた自然環境の中にあ
り，総ての人に公平に開かれており，いつでも自由に出入
りが可能で，マイペースで多様な行動が保障される空間で
ある。公共空間の中でこれほど魅力的かつ身近な屋外空間
はない。
注
1） 日本経済新聞（夕刊）2008，10,14
2） 日本経済新聞（朝刊プラス1）2011，5,21
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